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　　34歳で初めてスペイン語に取り組む

清水武 Takeshi Shimizu　旅行作家。
世界文学紀行を定年後のライフワー
クに作品の舞台を訪ねている。
東京都･昭島市在住
http://homepage2.nifty.com/donky/

　これまでスペイン各地でのエピソ
ードを紹介してきましたが、これら
の地を訪れることになった動機は定
年2年目のマラガ大学への留学でし
た。私は34歳でまったくゼロの状態
からスペイン語に取り組みました。
結果的にはその勉強が、中南米の特
派員として派遣され、さらに高いレ
ベルのスペイン語を目指す留学にま
で繋がったのです。そこで、これか
ら留学をされようとしている方、ま
た、これから語学に本格的に取り組
もうとしている方の少しでもお役に
立つことができるならばと、いまだ
未熟な自分の語学力を承知の上で、
語学習得に関する私の体験をご紹介
したいと思います。 
　大学(早稲田)時代の第二外国語は
ドイツ語でした。スペイン語につい
ては、大学を卒業してNHK学園高校
の教諭を務め、その後、新聞社に入
ってしばらくした頃、必要性を感じ
て独力で勉強を始めました。中南米
関係の記事が増え始めていたのに、
スペイン語のわかる人が社に誰もい
なかったからです。 一時は、スペイ
ン語ができる人を探しては翻訳して
もらったりしていましたが、“なん
とか、ある程度のものは自分ででき
るようになりたい”との思いから、
決心し始めたことでした。 
　当時34歳。大学卒業後すでに十年
近く経過、記憶力も下り坂になって
いる時です。皆さまもご存知のよう
に、特にスペイン語は動詞の変化が
難しい。そこで週2回2時間、スペイ
ン語教室に通って文法を勉強の他、
NHKのラジオ･テレビ講座、参考書
による独習をしていました。ところ
が、10ヵ月たった頃、急きょ、パナ
マに特派員が必要との状況が生じて
きて、たまたま私がスペイン語をや
っていたことから(むろん、他の要
素からも検討されたと思いますが)
派遣されることになったのです。　
　パナマに着いてから約1年間、仕
事の合間をぬって現地のスペイン語
教室に通いました。クラスの仲間は
アメリカ、カナダ、フランス、イン
ド、中国とそれぞれパナマに駐在し
ているビジネスマンやその夫人たち
でした。教材のテキストはすべて英
語での解説。担当教師の説明も最初
は英語、やがてスペイン語のみにな
りました。思えば、まがりなりにも

英語ができたのは、大きな救いだっ
たといえます。その後、現地の機関
紙編集の応援をする必要から、支局
のすぐ近くにあったパナマ大学の新
聞学科に聴講生として週1回2時間、
1年間学びました。これは、編集の
ほかにもパナマの社会事情を知る上
でも役に立ちました。 
語学は｢やる気｣と｢根気｣以外にない
　さて、英語については、一般に日
本人の読解力はレベルが高いのです
が、問題は会話力です。現在、ラジ
オ･テレビの語学放送、テープ、語
学学校、各種参考書、インターネッ
トでと、巷には語学教材が氾濫。更
には｢××週間で話せる英会話｣といっ
たハウ･トゥものも街にあふれてい
ます。しかし私の体験から言えるこ
とは、そんなに安易にことが運ぶこ
とは決してありえない。語学は｢や
る気｣と｢根気｣以外の何物でもない、
ということです。ちなみに、NHKの
語学番組テキストの販売部数は、毎
年4月を頂点にして、急下降のカー
ブを描いているといいます。
　学問的なアドバイスはその道の専
門家にお願いするとして、私は聴解
力のアップのために、電車･バスの
中をはじめ、歩行中も英語のカセッ
トテープを手放すことはありません
でした。誰も通らない路上では、耳
から入った文を大きな声を出して再
唱しました。長時間のイヤホーンで
時には耳が痛くなったり、同じこと
の繰り返しに飽きて、吐き気をもよ
うすことさえありました。でもとも
かくやりぬいた。一方、英語のテレ
ビ番組、映画等、時間の許す限りそ
れらに触れ、そしてつかんだ結論は
｢語学に王道はない。ただ“やる気”と
“根気”のみ｣ということでした。一生
のうちのある期間、“これほどまで
に集中したことはない”と思えるほ
どの努力が必要だと思います。英語
圏の国に住んでいるからといって、
決して自然に英語が上達するわけで
はない。本人に学習意欲と実践がな
い限り向上はありえません。逆に日
本の田舎にいても、本人に“やる気”
さえあれば、語学上達の道はいくら
でもあると思うのです。
　ちなみに―太平洋戦争の開戦後ま
もなく、米海軍は全米の大学から知
能指数の高い青年を集めて日本語の
特訓をしました。猛烈な集中講義の
おかげで、彼らはごく短期間で日本
語の新聞を読み、草書も映画も理解
できるようになった。二千人の卒業
生の中には、ドナルド･キーンなど

多くの知日派や、日本との友好交
流に深い繋がりを持つようになっ
た人がいた。戦時中、｢敵性語｣と
して英語を排斥した日本がアメリ
カに勝てるわけはなかったのです。
定年からスペイン語の完成を目指す 
　ところで定年になってなぜ今更
スペイン留学を? 時間的に自由に
なった今、これまでの体験、積み
重ねを最も効果的に生かし、スペ
イン語をもう一度系統立てて学び
たい、との思いからでした。 また
｢ドン･キホーテ｣について本格的
に取り組んでいくのに、スペイン
語をもっと深めておく必要もあり
ました。もちろん、原書は現代ス
ペイン語とは異なり、とても難し
いですが、ドン･キホーテが訪れ
た舞台を訪ね、地元の人々と交流、
いろいろな話を聞きだすのに、言
葉と共にスペインの文化事情や歴
史を勉強しておくことも求められ
るからでした。 留学の成果は、帰
国後に自分のホームページにスペ
イン語欄も設けることができたと
ころに表れています。ありがたい
ことだと思っています。
　かつて、青年の育成に心血を注
ぐ世界的な教育者から、語学の習
得に関して、次のような励ましの
言葉を聞いたことがあります。
｢使命を自覚したとき、才能の芽
は急速に伸びることができる｣。
これは、未来を担う中･高校生に
贈られたものですが、語学に限ら
ず、また中高年の人にとっても当
てはまると思っています。Nunca 
es tarde para aprender.いくつにな
っても挑戦の意欲こそ大切なので
す。
　以上、私の語学習得の体験を紹
介してきましたが、メキシコでス
ペイン語の習得に励んでいらっし
ゃる皆様のなんらかのご参考にな
れば、こんな嬉しいことはありま
せん。
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